
 

 
                                                                  

 
 
 

緊急事態宣言が解除されました  校長  小林 義直 

 ９月末日を期限に緊急事態宣言が全面解除

され、まん延防止措置への移行もありませんで

した。宣言解除は繰り返されていますので、感

覚が麻痺してしまわないようにする必要があ

ります。引き続き、感染症対策を十分に行い、

学校生活を行っていくことが大事です。１０月

は修学旅行や体験チャレンジ(校外学習)など

さまざまな行事について、工夫をして実施して

いく予定ですが、無理のない日程や内容を考え

ていき、子どもたちに安全で安心できる学校生活を送れるように進めていきたい

と考えています。まん延防止措置に移行されなくても気を抜かずに感染しない取

組を万全にして２学期を乗り切って参ります。ご家庭でも日々の体調管理等や、

不要不急の外出自粛等、感染未然防止の徹底を改めてよろしくお願いいたします。 
 

 

ミニフェスティバルを開催しました 

９月２４日(金)にミニフェスティバルを無

観客で実施しました。テーマは、「みんな か

がやけ レッツゴー」です。小学部、中学部が

お互いに演技を発表して見合いました。まず、

開会式で児童生徒会の代表者が進行を務めま

した。続いて、ストレッチ体操のラピュレッチ

です。児童生徒全員で本校の体操を行いました。

その後、中学部演技の「レッツ プレイ ダン

シング！」です。さまざまなダンスをしっかり

と覚えて表現できていました。さすが中学部です。素晴らしい見事な演技で日頃

の練習の成果が十分発揮されました。休憩をはさんで、小学部演技の「ド・ド・

ド・ド   ドーナツ」です。浮き輪をドーナツに見立てて見ごたえのある楽し

い演技で、拍手を一杯もらっていました。最後に、児童生徒会のリーダーシップ

により閉会式を行い無事終了しました。保護者の皆様方には、１１月４日(木)の

オープンスクールの時に演技をご披露させて頂く予定です。感染予防にご理解し

て頂き、楽しみにお待ちください。ミニフェスティバル実施に向けて、一生懸命

に練習をしてきた子どもたちのやり切った表情がとても素晴らしかったです。 
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令和３年１０月１日 

一人一人が「輝き」、「主体的」に 
活動する児童生徒の育成 

小学部 ともにかがやく 
中学部 ･自分も友達も大切に 

    ･自分の気持ちを伝えることを大切に 

     ･自ら学ぶことを大切に 


